
特 別 会 計

債務負担行為

基 　 　 金

町 　 　 債

会 計 区 分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 57,528 46,652 81.1 48,190 83.8 

後期高齢者医療特別会計 5,207 2,980 57.2 5,099 97.9 

介護保険事業特別会計 34,678 30,737 88.6 29,132 84.0 

介護サービス事業特別会計 1,893 820 43.3 946 50.0 

簡易水道特別会計 37,434 5,271 14.1 18,626 49.8 

下水道特別会計 20,390 4,369 21.4 18,531 90.9 

一般会計財政調整基金 118,792 老人ホーム施設整備基金 20,049 

減 債 基 金 146,886 農 業 振 興 基 金 10,228 

ふるさと銀河線跡地活用等振興基金 28,671 そ の 他 の 基 金 52,976 

特 別 会 計 基 金 14,862 現 在 高 　 計 392,464 

一 般 公 共 事 業 債 0 過 疎 対 策 事 業 債 311,313 

一 般 単 独 事 業 債 8,931 臨 時 財 政 対 策 債 191,636 

公 営 住 宅 建 設 事 業 債 7,817 減 税 補 て ん 債 1,201 

学校教育施設等整備事業債 6,734 そ の 他 の 町 債 200,250 

辺 地 対 策 事 業 債 3,030 現 在 高 　 計 730,912 

老人福祉施設指定管理委託料 34,409 

交流促進センター指定管理委託料 9,018 

留辺蘂町外２町一般廃棄物広域処理推進協議会負担金 2,114 

新規就農支援リース事業 988 

その他 668 

計 47,197 

（単位：万円、％）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

【一般会計と特別会計】

町の予算は「一般会計」と「特

別会計」に分かれています。

「一般会計」は、町の会計の中

心となるもので、行政運営の基

本的な経費を計上した会計で

す。

これに対して「特別会計」は、

特定の歳入・歳出を一般会計と

区別して処理するための会計で

す。特別会計を設けることで経

理をしやすくしています。

【基金とは】

「基金」とは、町の「貯金」に

あたるものです。３月末現在高

は、39億2,464万円で、平成

30年３月末の人口で計算する

と、町民一人あたり約134万円

の貯金があることになります。

「基金」には、財政の不均衡を

調整するために使う「財政調整

基金」、計画的な借金の返済に

使う「減債基金」、社会福祉施

設の整備など、特定の目的に使

う「特定目的基金」などがあり

ます。

【町債とは】

「町債」とは、町の借金にあた

るものです。３月末現在高は、

73億912万円で、町民一人あた

りにすると、約250万円となり

ます。

「町債」は、道路整備や施設建

設などたくさんのお金が必要な

事業を実施するときに借り入れ

ます。また、元利償還金の一部

が地方交付税として国より算入

されているものもあります。

歳
入
の
区
分
と
は

■町税＝皆さんが町に納める税金で、町民税・固定資産税・軽自動車税などがあります。

■地�方譲与税＝国税として徴収し、そのまま地方公共団体に対して譲与される税で、地方揮発油譲与税・自

動車重量譲与税があります。

■地�方交付税＝国税のうち所得税・法人税・酒税・たばこ税・消費税の一定割合を、地方公共団体の財政事情

に応じて国が交付する税をいいます。

■分�担金・負担金＝特定の事業を行う場合、特別な利益を受ける人などから、その経費に充てるために徴収

するもので、老人福祉施設利用者負担金などがあります。

■国庫支出金・道支出金＝町が事業を行う場合、国や道から事業費の一部が交付されるものです。
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